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令和７年度事業報告書 

学校法人 箕面自由学園 
 

１ 所在地 

   大阪府豊中市宮山町 4 丁目 21 番 1 号 

２ 学校法人の沿革 

 大正 15 年 （1926 年） 箕面学園尋常小学校設立 

 昭和 22 年 （1947 年） 箕面自由学園小学校と改称 

   同  箕面自由学園中学校を設置 

 昭和 26 年 （1951 年） 箕面自由学園高等学校を設置 

 昭和 40 年 （1965 年） 箕面自由学園幼稚園を設置 

 昭和 45 年 （1970 年） 倉智記念館完成 倉智寮設立 

 昭和 62 年 （1987 年） 2,3 歳児対象のプレイルーム開設 

 昭和 63 年 （1988 年） 幼稚園で預かり保育（特別保育）開始 

 平成 17 年 （2005 年） 桂門ホール竣工 

 平成 23 年 （2011 年） 中学校新校舎竣工（24 年度より高等学校校舎） 

 平成 24 年 

 平成 28 年 

  平成 29 年 

 平成 30 年 

 令和  4 年 

（2012 年） 

（2016 年） 

（2017 年） 

（2018 年） 

（2022 年） 

中学校新校舎竣工 

高等学校 7 号館校舎竣工                         

高等学校 8 号館校舎竣工                         

高等学校 9 号館校舎竣工                         

高等学校 10 号館校舎竣工                       

 令和 7 年 （2025 年） 学園創立 100 周年 

 

３ 教育理念と教育目標 

  教育理念 『知育・徳育・体育、全般にわたる均衡ある教育を通じて “教養高い社会人”を

育成する』 

  教育目標 『基礎学力の確かな定着と高い学力の伸長、豊かな情操の醸成』 

 

４ 設置する学校及び学則定員、在籍者数の状況（令和７年 5 月 1 日現在） 

                                    （単位 人） 

 高等学校 中学校 小学校 幼稚園 

学則定員 2160 240 420 280 

在籍者数計 1513 211 204 228 

男子 826 96 91 114 

女子 687 115 113 114 

1 年 702 97 45 年少 68 

2 年 496 48 49 年中 72 

3 年 315 66 32 年長 71 

4 年  

 

 25  

5 年 30 

6 年 23 
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5 役員に関する事項（令和８年 3 月 31 日現在） 

理事定数 9～18 名 現員 11 名 

監事定数 2 名  現員 2 名 

 

役 職 氏 名 生年月日 在任年数 常勤の有無 担当職務等 

理 事 長 松矢 康彦 昭 34.01.02  7 年  常 勤 理事長 経営企画室長 

専務理事 田中 良樹 昭 38.06.18  10 年  常 勤 
学園長 高等学校長 

中学校長 小学校長 

常務理事 田中  修 昭 39.03.18  2 年 常 勤 事務部長 

理 事 北之防 純子 昭 34.11.21  2 年 常 勤 幼稚園長 

理 事 吉永 雅和 昭 47.05.25  8 年  常 勤 広報室長 

理 事 西村 勝正 昭 34.01.20  10 年  非常勤  

理 事 木村 弘子 昭 41.03.08  8 年  非常勤  

理 事 小林 泰行 昭 26.03.30  5 年  非常勤  

理 事 山田 宗司 昭 27.02.15  4 年  非常勤  

監 事 北原 慶光 昭 18.07.01  18 年  非常勤  

監 事 平井 博将 昭 38.04.02  2 年  非常勤  

 ※在任年数は、役員在任の通産年数とし、1 年未満の端数は切り上げて表示     

 

６ 評議員会・理事会の開催状況 

 

 評議員会 理 事 会 

第１回 令和７年 5 月 28 日 令和７年 4 月 9 日 

第２回 令和７年 5 月 28 日 令和７年 5 月 28 日 

第３回 令和７年 6 月 11 日 令和７年 5 月 28 日 

第４回 令和 7 年 12 月 10 日 令和７年 6 月 11 日 

第５回 令和 8 年 3 月 11 日 令和７年 7 月 9 日 

第６回   令和７年 9 月 10 日 

第７回  令和７年 10 月 8 日 

第８回 令和７年 11 月 12 日 

第９回 令和 7 年 12 月 10 日 

第 10 回 令和８年 2 月 18 日 

第 11 回 令和８年 3 月 11 日 
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7 教職員数（令和 7 年 5 月 1 日） 

（単位 人） 

 人 員 専 任 常 勤 非常勤 

合   計 256 106 77 73 

教育職員 171 88 56 27 

高等学校 112 56 36 20 

中学校 19 11 4 4 

小学校 22 8 11 3 

幼稚園 14 10 4 0 

    本  部 4 3 1 0 

事務職員等 85 18 21 46 

    高等学校 7 2 4 1 

中学校 3 0 2 1 

小学校 5 0 0 5 

幼稚園 28 0 0 28 

本 部 42 16 15 11 

※アルバイターは、非常勤欄に表示 

 

８ 学費等（令和 7 年度在校生） 

 内 容 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 

高等学校 検定料 25,000      

入学金 250,000      

(125,000)      

授業料 570,000 564,000 564,000    

施設費 60,000 36,000 36,000    

中学校 検定料 20,000      

入学金 250,000      

 (125,000)      

授業料 570,000 564,000 564,000    

施設費 60,000 36,000 36,000    

小学校 検定料 15,000      

入学金 220,000      

 (110,000)      

授業料 570,000 474,000 474,000 474,000 474,000 474,000 

施設費 60,000 36,000 36,000 36,000 36,000 36,000 

幼稚園 入園金 110,000 100,000 90,000    

保育料 404,400 324,000 324,000    

 ※授業（保育）料および施設費は年額表示 

 ※入学金襴の( )内は、内部進学者適用額 

 ※幼稚園の年少組は 1 年欄に、年中組は 2 年欄に、年長組は 3 年欄に表示 
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９ 事業の概要 

（1） 令和 7 年度 施設・設備（主な新設・改修・設置等） 

【高等学校 3 号館ﾘﾆｭｱﾙ工事】（令和 7 年 8 月 23 日竣工） 

  事業目的 外壁・ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ防水手摺改修及び各教室 LED 照明改修工事 

工事費用 投資額 17,996 万円（資産計上 6,277 万円 経費計上 11,719 万円） 

【高等学校駐輪場サイクルポート設置工事】（令和 7 年 9 月 30 日竣工） 

事業目的 自転車通学の生徒の便利性を高めるため、順次サイクルポート設置工事 

工事費用 投資額 3,659 万円   （資産計上 3,659 万円） ※一部のみ       

【幼稚園園庭の再整備・遊具の更新】（令和 7 年 8 月 28 日竣工） 

事業目的 遊びを通じた体づくりを図るため、園庭の再整備及び遊具の更新 

工事費用 投資額 1,760 万円   （資産計上 1,676 万円 経費計上 84 万円） 

【教員用ノートパソコンの更新】（令和 7 年 8 月 22 日竣工） 

事業目的 ICT を活用した教育の充実を図る為、Windows11 対応機種へ更新 

工事費用 投資額 3,652 万円   （資産計上 3,652 万円） 

【中・高プロジェクターの更新】（令和 7 年 8 月 18 日竣工） 

事業目的 老朽化した電子黒板用プロジェクターを一斉更新（59 台） 

工事費用 投資額 2,190 万円   （資産計上 2,190 万円） 

※補助金確定金 1,046 万円 

【自動火災報知機など防災設備の一斉更新】（令和 7 年 8 月 25 日竣工） 

事業目的 施設の防災機器を高めるため、自動火災報知設備及び総合監視盤を更新 

工事費用 投資額 1,716 万円   （資産計上 1,716 万円） 

【体育館空調設備設置工事】（令和 7 年 6 月 30 日竣工） 

   事業目的 熱中症対策を図るため、空調設備を新設 

        ※1 階武道場・トレーニングルーム、男子更衣室及び女子更衣室 

   工事費用 投資額 1,936 万円   （資産計上 1,936 万円） 

 【桂門ホール 1 階天井ダウンライトの更新】（令和 7 年 3 月 30 日竣工） 

   事業目的 1 階ホールの天井ダウンライトを LED 照明器具へ更新（54 台） 

 工事費用 投資額 440 万円    （経費計上 440 万円）  

 【中学校正門門扉フェンス改修工事】（令和 7 年 8 月 14 日竣工） 

   事業目的 老朽化した門扉の更新、安全対策のためのフェンスの嵩上げ工事 

   工事費用 投資額 299 万円   （資産計上 284 万円 経費計上 15 万円） 

        ※補助金確定額 149 万円 

 

（2）高等学校の教育充実 

令和７年度の入学者は募集定員 560 名を大きく上回り、702 名となった。 

専願者は 408 名（令和 6 年度は２45 名）、併願者は 246 名（同 197 名）、内部進学者

は 48 名（同 64 名）であった。令和３年度、４年度と募集定員５６０名を大幅に上回り、

生徒の学校生活に関して、「いろいろな面で支障をきたしている」との現状分析をし、令和

５年度の入学生に関しては、「レベルを上げ、少数精鋭化」することで生徒募集をし、３４

６名となったが、令和６年 506 名入学、令和７年 702 名入学と本校への志望者は専願者

を中心に確実に増加してきている。 

人数的には募集定員を大幅に超えているが、レベルを上げての入学者が確保できたと思われ



 5 

る。次年度以降も、定員確保に向けて、高等学校全体の継続的な取り組みへの外部評価をよ

り一層定着させる。具体的には、挨拶の励行、ルールの遵守、マナーの向上を念頭置いた生

徒指導、進学への取り組みとその成果、クラブ活動への取り組みと実績等、生徒、保護者の

満足度の向上などである。 

   高校３学年の在籍者の一人ひとりが愛校心を持ち、「本校の生徒であること」にプライドを

持てるように、教職員一丸となってさらに取り組んでいく必要がある。 

定員を超える入学者が集まったのは、４つのコースがそれぞれの特徴を活かし、取り組み

を強化していった結果であるように思われる。国公立大学は、京都大学１名、大阪大学９名、

神戸大学１１名、北海道大学１名、東北大学１名、大阪公立大学１８名ほか合計１９４名が

合格（昨年度は１５９名）し、過去最高の合格数となった。難関私立大学では、関関同立で

４６２名（関西学院大学１８３名、関西大学１２１名、同志社大学６６名、立命館大学９３

名）が合格しており、関東難関私大の早稲田大学、慶応義塾大学、上智大学、東京理科大学

等にも合格し、その成果は着実に出てきている。令和６年度は、ＳＳ特進コース設置２年目

の卒業生であり、その相乗効果もあってか、S 特進、特進、文理進学の各コースにおいても

国公立大学、難関私立大学の合格を勝ち取ってきている。これは生徒の自主的な選択が活力

を生み、自分が目標設定をし、努力を積み重ね、合格をつかみ取ってくる原動力となったと

思われる。また、現役時代に合格はしたものの第一志望ではなかったため、第一志望にこだ

わった既卒生の合格も目を見張るものがある。 

この流れは、生徒主体で「自分の人生の方向性をしっかり決めて努力をする」、教師はその

サポート役に徹することで、生徒が自主的に自分の道を切り開いてきたということである。 

クラブ選抜コースは、それぞれの強化クラブが日々の継続的な努力の結果、輝かしい実績を

出してきている。 

放課後の時間はデザインタイムと名づけて、生徒の選択制としている。 

デザインタイムとは、「生徒が、やらされるのではなく自分で決めて、自分で積極的に取り

組む」そういう時間である。日常的な取り組みとしては、クラブ活動・講習（補習）・自学

自習・イングリッシュルームの利用・オンライン英会話・スタディサプリでの勉強など、イ

ベント的な取り組みとしては、各種講演会・グローカルリーダー育成プログラムなどの自主

研修・イングリッシュ・スピーチコンテストなどがある。もちろん、自分の習い事などの選

択も可能とした。限られた時間を生徒一人ひとりが、主体的に有効に使おうという全学的な

取り組みである。生徒たちの積極的な取り組みがかなり定着してきたものと思われる。               

 

（3）中学校の教育充実 

    令和７年度に向けた入試において、理数探究コース・文理探究コースの他に、「理数探究

コース S」を設置した。これは、これまでの理数探究コースを進化、発展させたもので、

高等学校進級時に、いわゆる「ＳＳ特進」・「Ｓ特進」コースに進むことを念頭に置いたコ

ースである。その効果もあり、９７名（３クラス）の入学者があった。 

令和７年度も数学の教科別習熟度は継続しながら、コース別授業では、理数探究コースに

おいては、豊富な「実験」の時間を、グローバルコースでは「英会話」の時間を充実させた。

また、学びを深めるために放課後は「Ｊタイム」として自分で選べる講座制の時間を使用し

て、「それぞれの学力（興味）に合った」放課後の時間を提供した。平行して国語・数学・

理科・英語の朝テストを実施し、場合によってはフォローアップも行った。木曜日には「教

養」の講座も開講した。 

今年度も７月と３月にサイエンスフェスタ＆グローバルチャレンジを実施。たくさんの 
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小学生に対して、堂々と本校生徒たちがプレゼンテーションを展開。日頃の生徒の教育活動

の成果を発表すると共に、来場されたたくさんの保護者から感動の声をいただいた。 

    行事については、５月中旬の高校中間考査期間に高校グラウンドで体育大会を実施した。 

10 月には中学１年生は「イングリッシュキャンプ」を学内で、２年生は、「SDGｓキャン

プ」を徳島県上勝町方面で実施した。また、中学３年研修旅行はオーストラリア・ブリスベ

ン方面で実施した。１2 月の「MJG クエスト」では、年間を通じて総合的な学習時間で活

動した「I・U」(intelligence ultimate)の発表の場として全員が堂々と発表ができた。また、

コース別授業の発表の場として、３月にも「アカデミックサミット」を実施した。 

    １月、中学入試は順調に実施できた。今年度は高校の無償化の流れと共に、今年度、新

設した理数探究コース S、文理探究コースとこれまでの理数探究コースと合わせて、３コ

ース制になったことの認知度も上がり、受験者数は昨年度より述べ人数で６００人を超え

た。入学者は１４５名となり、クラス数も４クラスとなった。202６年度は、中学１年：

１４５名、中学２年：９６名、中学３年４８名、合計２８８名でスタートする。 

    今年度の中学３年は、中高一貫４年目であり、６６名中６１名が箕面自由学園高等学校

を選択、ＳＳ（４）、Ｓ（１１）、Ｔ（２２）、Ｂ（１４）、Ｃ（１０）にそれぞれ進学した。 

年々、中学生の意識も高まり、教職員の教育活動の変化が求められるようになってきた。

教職員は日々自己研鑽に励み、変えてはいけない部分と変化しなければならない部分の両立

を図る必要がある。小学校からの接続、高等学校への接続を考えながら、中学校としての魅

力を磨き、発信する必要があると考える。 

 

（4）小学校の教育充実 

    「実践と体験をとおして、教養高い社会人を育てる学校」としてのブランド力向上を念

頭に、五感を使った体験と学びを推進した。 

①教科指導 

教科年間指導計画（教科横断・英語教育のカリキュラムの強化）作成を実践した。特に、

教科横断の学びは、担任と専科、専科教員間での情報共有が欠かせず、今後も意識して共有・

発信することとした。 

英語教育については、在籍数の増加に伴い1～4年生まで習熟度2展開での授業を行った。

特に、低学年でのカリキュラムを引き続き外部専門家と連携し、4 技能の向上において成果

が見られた。但し、姉妹校他の海外とのつながりは、夏休み希望者対象のオーストラリア体

験学校は実施したが、授業内での取り組みが少なくなっていることが、次年度の課題である。 

 ②授業研修の推進（進学コース指導強化） 

  年間を通じて、ICT を取り入れた授業研究として、外部講師を招聘し Meta Moji や国語授

業に関する研修を行った。その他の研修としては、新任研修として研究授業を行い、お互い

の授業について情報交換や教育顧問からのアドバイスを得ることができた。 

進学指導については、指導の進度や内容の情報交換を行い、両コース共に受験に向け学力

向上を意識することができた。私学テストのデータ分析も全教員に共有をしている。 

特に、高学年の算数は、各学年共に実力をつけているが、国語に関しては、検定試験への取

り組みも含めて課題が残る。 

今後、併設中学校レベルアップへの対応や効率的な教科指導、保護者のニーズを勘案し、

新コース体制においてこれまでの進学コースを踏襲しつつ、基礎学力充実と中学入試に向け

ての学力向上を目指していく。 

 ③ICT の推進 
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学習アプリ（Meta Moji）については外部講師の研修を通じて、授業での取り組みも積極的

に行うことができた。2024 年度より「Google クラスルーム」を導入し、学校・児童・保

護者との連携や授業内容を深める取り組みができてきた。 

但し、タブレット使用ルールについては、高学年で課題がありフィルタリングや時間制限

等のハード面だけではなく、情報モラルを低学年から繰り返し指導することが必要である。 

④行事について 

  宿泊行事では、各行事において「つけたい力」をﾘｽﾄ化し、学年ごとに目標設定を明確にす

ることができた。また、遠足・社会見学では、公共交通機関を利用し、少人数ならではのフ

ットワークの良さで、多くの体験に取り組むことができた。 

⑤放課後の課外活動 

多彩な課外講座の中でも、進学発展演習（校内塾）と学童保育（わくわく HOME）は、ニ

ーズが高く参加者も多いため、本校の特色ある取り組みとして継続をしていきたい。今年度

は、箕面自由学園育英社に学童保育を委託し、スタッフに教職員＋大学生＋中高生を迎えて

開講できた。これにより、新たな学園内のつながりが確立された。小学生・中高生共に成長

へのメリットが多く、今後も継続を希望する。 

上記の教育活動を通じて、卒業生はそれぞれが希望する進路へ進むことができた。 

   また、次年度入学者は、2025 年度に続き、新入生 2 クラス体制となっている。   

      

（5）幼稚園の教育充実 

「体験と感動」を中心に据えた保育を教育方針とし、五感を育み、豊かな心を育成する教育活 

 動を展開している。広い園庭や農園・果樹園を備えた環境を活かし、日常保育の中で身体を動

かし生き物や自然と触れ合う機会を多く設け、子ども主体の保育を実践することができた。 

社会情勢の変化により、保育の安全性や質に対する要望が一層高まる中、「安全・安心・質の 

高い保育」を継続するため、日々の保育内容や運営方法の見直しを行った。 

令和 7 年度は、主体性保育を本格導入して 4 年目を迎え、①探究活動②英語活動③ICT を活 

用した保育④教員の資質向上のための研修、の四本柱を重点事項として取り組んだ。あわせて、

保育内容を保護者へ伝える情報発信の充実にも力を注いだ。 

探究活動としては天候が許す限り外遊びを朝から積極的に取り入れ、泥団子あそび、色水あ

そび、泡あそび等を通して試行錯誤を重ねる体験型の活動を実施した。また、農園や果樹園で

の観察活動を通じ、虫や野草への興味関心を高め、探究心を育む保育を展開した。三学年が同

時に園庭で活動することで、異年齢が刺激し合い、支え合いながら遊びを深める姿が見られ、

箕面自由学園幼稚園の恵まれた豊かな環境ならではの魅力となっている。 

室内活動においては、アート活動を探究の一環として位置づけ、子どもが自ら感じたことや

イメージを、大人の価値観や完成像にとらわれることなく自由に表現できるよう環境を整え

た。絵の具、クレパス、廃材等の多様な画材や材料に触れながら、素材の扱い方や道具を大切

に使う姿勢を指導しつつ、子ども一人ひとりが思う存分、のびのびと大胆に表現する活動を展

開した。これにより、表現する楽しさや自己肯定感が育まれ、子どもたちの創造性を十分に引

き出す機会となった。 

英語活動においては、ネイティブ職員が日常保育にも積極的に関わり、登園時の出迎えや行

事への参加を通して、園児が英語や英会話を身近に感じられる環境を整えた。定期的な英語レ

ッスンに加え、日常の関わりの中での自然な英語を使うことにより、生きた英語が子どもたち

に定着している様子が見られた。 

保育内容の発信については、ドキュメンテーションを中心に取り組み、教育のねらいや目的
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を保護者に伝えてきた。一方で、映像による発信を求める声も多く、個人情報の適切な取り扱

いや情報リテラシーの理解を前提とした上で、次年度は職員が発信しやすいサービスの再導入

を行い、情報発信のさらなる充実を図る。 

教員の専門性および資質向上を目的として、従来実施してきた園外研修や園内研修に加え、 

令和 7 年度は新たな取り組みとして、自園の保育を公開し、豊中市内の保育施設の教職員を招

いた公開保育を実施した。公開保育では、本園の保育のねらいや日々の実践、子どもたちの具

体的な姿を共有するとともに、参観後には保育の観察と分析を行い、次につながる保育の在り

方について意見交換を行った。外部からの視点を取り入れることで、自身の保育を客観的に見

直す機会となり、多くの助言や評価の声を得ることができた。保育を「見る」「振り返る」「考

える」というプロセスを重ねることにより、教員一人ひとりが自身の保育を再認識し、より質

の高い保育を目指す意識の向上につながった。本取り組みは、今後も継続的に実施し、園全体

の保育の質の向上を図っていく。 

施設面では、園庭遊具をリニューアルし、現代の子どもたちに必要な運動機能が育まれる遊

具を導入した。また、年長児を対象に、就学前教育の一環として近隣施設での水泳指導を実施

し、園内での水遊びと専門施設での安全な水泳指導を組み合わせた二本柱の取り組みを強化し

た。 

併設校である小学校・高等学校の児童生徒との交流も継続し、異年齢との関わりを通して豊

かな心を育む機会となった。チアリーディング部や吹奏楽部による演技・演奏を生で体験する

ことで、子どもたちが強い感動を得るとともに、学園としての一体感を感じられる取り組みと

なっている。また、年長児・年中児を対象に SDGs を意識したプログラムを実施し、多様な国

籍を持つ子どもたちとの交流や環境問題への理解を通して、これからの時代を生きるために必

要な意識や行動力を育む保育に取り組んだ。 

園バス運行および安全対策に関する事業については、箕面市内を走行する園バスについて、 

運行ルートの見直しを行い、これまでの狭く見通しの悪いコースから、安全に走行しやすいル

ートへ変更した。新駅の開発やマンション建設の影響により、箕面船場・北千里方面の利用者

は増加傾向にある。また、車内置き去り防止対策として、人員配置による点検体制を強化する

とともに、園児を対象とした【クラクション研修】を実施した。園児・職員双方の意識向上を

図り、より安全なバス運行を実現するため、計画的に取り組みを進めている。また、ドライバ

ー降車時にはチェックリストを用いた点検を実施し、その点検表を学園本部へ提出する体制を

整えた。委託業者と学園が相互に連携しながら、安全運行に向けた情報共有と確認を行い、今

後もさらなる改善を図っていく予定である。 

子育て支援事業および広報活動については、子育て支援事業として、プレイルームを活用し 

 た「ふれあいサロン」を継続実施するとともに、「ようちえんであそぼう」等の未就園児向け事

業を行った。専門講師を招いた体操教室やリトミックなど、多彩な内容を展開し、未就園児親

子の遊びの場および保護者同士の交流の機会を提供した。これらの事業は回を重ねるごとに参

加者が増え、地域における子育て支援としての役割を果たしている。 

広報活動については、園のホームページやブログ、Instagram 等の SNS を活用し、日々の 

教育活動や行事の様子を積極的に発信した。あわせて、商業施設におけるイベントに参加し、

来場した親子を対象とした活動を通して、多くの方に当園を知っていただく機会を設けた。イ

ベントでは教職員が親子製作の支援を行い、教員の人柄や保育の雰囲気を直接伝えることで、

園への関心を高めることができた。これらの取り組みにより、商業施設での出会いをきっかけ

として園内イベントへの参加につなげるなど、次の来園へと発展させることができた。 

その結果、園の教育方針や取り組みへの理解が広がり、2026 年度の園児募集においては、定 
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 員を大きく上回る応募につながった。 

 

10 当期の業績（財務状況） 

（1）収入の概要 

    授業料関係の補助金である授業料軽減補助金を含む学生生徒等納付金は 7,136 万円の

収入増となった。（学生生徒等納付金で1億1,489万円の増加、授業料軽減補助金で4,353

万円の減少。）主な要因は、入学者数が前年度より全体で 238 名増加したことにより、入

学金が前年度より 7,934 万円増加したことによる。 

    寄付金は、前年度より 4,269 万円の収入増となった。主な要因は、ローズパレード寄付

金 5,366 万円の受入による。 

雑収入は、前年度より 2,366 万円の収入増となった。主な要因は、ローズパレード遠征

に対する支援金 2,924 万円の受入による。 

特別収入は、前年度より 9,124 万円の収入減となった。主な要因は、前年度にて 100

周年記念募金 2 億 215 万円を受入れたことによる。（当年度は 9,113 万円） 

以上から「事業活動収入計」は、前年度より 5,317 万円の収入増（対前年 2.1％増）と

なった。 

（2）支出の概要 

人件費は、前年度より 7,181 万円の支出減となった。主な要因は、前年度にて定年退職

者２名分の割増退職金が発生したこと及び教職員数が前年度より7名減少したことによる。 

教育研究経費は、前年度より 1 億 819 万円の支出増となった。主な要因は、維持修繕費

が前年度より 9,815 万円増加したことによる。（高等学校３号館リニューアル工事、等） 

管理経費は、前年度より 9,579 万円の支出増となった。主な要因は、100 周年事業費

が 1 億 24 万円発生したことによる。（100 周年記念式典やローズパレード遠征等の事業） 

特別支出は、前年度より 4,043 万円の支出増となった。主な要因は、学校法人会計基準

の改正により、当年度に限り、賞与引当金特別繰入額が 4,101 万円発生したことによる。 

以上から「事業活動支出計」は、前年度より 1 億 7,182 万円の支出増（対前年 7.1％増）

となった。 

（３）収支のまとめ 

    令和 7 年度の「事業活動収入計」は 25 億 9,181 万円、「事業活動支出計」は 25 億

9,453 万円となり、「基本金組入前当年度収支差額」は、272 万円の支出超過となった。 

 

11 資産総額 

令和 8 年３月末日の資産総額は 62 億 888 万 1,592 円（対前年 272 万 2,776 円の減

額）であった。 
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12 募金・募債額（令和８年 3 月 31 日） 

    令和７年度の募集結果は次のとおりである。 

（単位 円） 

 募   金 募   債 

人 数 金 額（円） 人 数 金 額（円） 

 

保 

護 

者 

高 等 学 校 0 0 0 0 

中 学 校 0 0 0 0 

小 学 校 2 120,000 0 0 

幼 稚 園 0 0 0 0 

小 計 0 0 0 0 

教 職 員 0 0 0 0 

役員・評議員 0 0 0 0 

同 窓 会 0 0 0 0 

後 援 会 0 0 0 0 

学園関係者 0 0 0 0 

計 2 120,000 0 0 

※「募金」は一般寄付金のみを表示している。 

 

13 施設関係（令和８年 3 月 31 日現在） 

（1）校 地                               （単位 ㎡） 

 合  計 高等学校 中 学 校 小 学 校 幼 稚 園 

運動場敷地 20,669 9,279 4,676 3,299 2,365 

建 物 敷 地 28,546 20,261 1,146 6,306 1,883 

合  計 49,215 29,540 5,822 9,605 4,248 

（2）校 舎                               （単位 ㎡） 

  合  計 高等学校 中 学 校 小 学 校 幼 稚 園 

校  舎      

建築面積 9,140 5,851 866 1,451 972 

延床面積 21,935 15,802 1,685 3,033 1,415 

体育練習場      

建築面積 3,965 3,965 0 0 0 

延床面積 6,486 6,486 0 0 0 

合  計      

建築面積 13,105 9,816 866 1,451 972 

延床面積 28,421 22,288 1,685 3,033 1,415 
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14 過去 4 年間の財政状況の推移（参考）                 （単位 円） 

 

 

 令和４年度 令和５年度 令和 6 年度 令和７年度 

学生生徒等納付金 1,419,280,292 1,210,014,508 881,936,100 996,828,968 

手数料 24,829,300 40,467,400 63,672,380 69,427,650 

寄付金 330,000 21,746,386 13,169,422 55,886,000 

補助金 1,017,537,049 983,518,570 1,216,049,577 1,176,429,586 

付随事業収入 109,520,157 112,207,230 132,980,966 127,167,287 

雑収入 8,679,883 59,509,478 20,848,529 44,514,942 

受取利息・配当金         26.898         25,465      879,085 3,703,050      

特別収入 9,399,490 39,718,989 209,096,838 117,853,355 

事業活動収入計 2,589,603,069 2,467,208,026 2,538,632,897 2,591,810,838 

人件費 1,702,984,528 1,674,808,711 1,703,217,761 1,631,402,644 

教育研究経費 466,861,681 507,286,284 516,141,758 624,332,631 

管理経費 161,238,453 154,909,614 194,759,744 290,559,157 

借入金等利息 10,596,772 9,136,445 8,003,319 7,221,698 

資産処分差額 1,018,024 1,658,565 586,451 0 

その他の特別支出 291,589 0 0 41,017,484 

徴収不能額 50,000 0 0 0 

事業活動支出計 2,343,041,047 2,347,799,619 2,422,709,033 2,594,533,614 

基本金組入前当年度収支差額 246,562,022 119,408,407 115,923,864 △2,722,776 

基本金組入額 △339,900,585 △235,240,309 △378,578,393 △317,341,084 

当年度収支差額 △93,338,563 △115,831,902 △262,654,529 △320,063,860 


